
 

 

 

 

 

１ 今年の生育 

 ２月中旬～３月中旬にかけて、寒気の影響を受けにくく、暖かい空気が流れ込みやすい

時期があるため、向こう１か月の気温は高い予報です。７～１０日の発芽・開花前進とな

る可能性が高いため、防霜対策の準備をお願いします！ 

 

２ 凍霜害が発生しやすい条件 

  凍霜害はいくつかの条件が揃うと発生することから、ある程度の予測ができます。 

 （１）気象 

以下の気象条件が整った翌朝は凍霜害が発生しやすくなります。特に、空気が乾燥

していると、気温が急激に低下するので要注意です！ 

 ・夕方になり風がやむとき。 

・夜になり晴れ上がり、雲がなく、星が輝き、底冷えがするとき。 

・夜半に肌寒い乾燥した北寄りの風が吹くとき。 

 

 

 

 

 

（２）地形 

凍霜害を受けやすい地形として、谷間、くぼ地、傾斜地のすそ部のような冷気の溜

まりやすい場所があげられます。これらの地形に栽植している場合は事前対策を必ず

行ってください。 

（３）生育ステージ 

ここ２～３年は暖春により生育が早まる傾向にあります。今年も平年と比べて生育

が早まっており、凍霜害のリスクが高まっています。各樹種の生育ステージにおける

安全限界温度については、表１～表５を参考にしてください。 
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～７～１０日、発芽・開花が前進する恐れがあります。早めの対策を！～ 
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天気予報（週間予報）を毎日チェックし、降霜が予想されたら対策を早めに実施しましょう！ 

ここ数年連続して発生している平坦部の地域は特に注意！ 
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３ 事前対策 

凍霜害が予想される場合には、以下の対策を実施してください。 

（１）間接防止法 

ア 乾燥時は、十分かん水して土壌湿度を高めます。 

イ 冷気の通りを妨げるような暴風網や障害物、園内の冷却を助長する敷きワラなど

は除去しておきます。 

ウ 下草は常に低く刈り込みます。 

 

 （２）直接防止法 

ア 燃焼法による対策 

灯油や固形燃料等を使用してください。その他、ロックウールを芯材として活用

すれば燃焼時間を長くすることができます（表６）。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

◎燃焼法を用いる際の留意点 

・事前に近隣の消防署に連絡し、近隣の住民に迷惑が掛からないよう配慮します。

特に住宅地の場合は、黒煙の発生に十分注意してください。 

・消火資材を必ず準備してください。 

・古タイヤは法律により燃焼が禁止されています。絶対に使用しないでください。 

イ  散水法による対策 

スプリンクラーを利用して樹体に散水します。効果を減少させないた

めに、園地全体に均一に散水してください。 

４ 事後対策 

（１）人工授粉 

めしべの褐変など被害の状況を十分確認し、被害程度が軽い花に対して重点的に人

工授粉を徹底してください。 

（２）栽培管理 

  ・摘果は結実量が明らかになる生理落果の時期まで遅らせてください。 

  ・病害虫防除は通常どおり実施してください。 

  ・着果量が少ない場合、追肥は控えましょう（徒長枝の発生を招きます）。 

４ その他 

（１）凍霜害を受けた場合は、直ちに市町村へ報告してください。 

（２）温度計が正しく作動しているか確認しておきましょう。 

燃焼資材 点火数(10a当) 燃焼時間

（時間） 

内容物 

灯油（ミル

ク缶） 
７０ ３ 

灯油 2L 

灯油（ミル

ク缶＋ロッ

クウール） 

７０ ５ 
灯油 2L、ロ

ックウール 

 

図１ 燃焼法の様子 

表６ 資材別燃焼法の特徴 

燃焼資材の準備は 

３月中旬までに！ 

一箇所の火力を強めるより、

点火数を増やした方が効果

が高まります！ 

 

備えあれば憂いなし！ 

対策するか悩んだら迷わず実施

してください！！！ 



 

 

 

 

わかったこと①ハダニ類の抑制効果 

北会津町の調査ほ場において、気門封鎖剤（アカリタッチ

乳剤×３回）を主体とした土着天敵にやさしいハダニ防除

体系を導入することで、フツウカブリダニが保護され、ハダ

ニ類の発生を要防除水準以下に抑制することができました

（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わかったこと②草生管理による土着天敵への影響 

下草の高刈管理（草丈８ｃｍ）を行うことで、シロツ

メクサやオオバコなどカブリダニが好む生息環境が確

保され、ハダニ類の発生抑制効果が持続しました。 

※カブリダニは、シロツメクサやオオバコなど  

の雑草を好んで生息します（図４）。 

 

わかったこと③草生管理による果実品質への影響 

 高刈管理を行っても、果実品質に影響はありませんで

した。 

 

 

 

 

 

図３ リンゴ園におけるハダニ類とカブリダニ類の発生消長 

図４ エノコログサ、シロツメク

サ、オオバコ（５月 25日撮影） 

図２ フツウカブリダニ 

土着天敵（カブリダニ）やハダニの発生消長は、気象条件で年次変動があるため、

引き続き下草管理の効果を調査していきます！！ 

リンゴ栽培において、気門封鎖剤（アカリタッチ乳剤）と下草の高刈管理（草丈８

ｃｍ）を組み合わせて土着天敵を保護し、ハダニを抑制しましょう！ 


